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（論文審査の要旨） 
学位申請論文「Masticatory performance and chewing efficiency before and after orthognathic 
surgery, using chewing gum containing spherical resinous microparticles」について, 上記

























































 来年度、European Orthodontic Society における発表を予定している。今後も積極的に海外の
学会で発表していく予定である。 
 これらの試問に対する回答は，適切かつ明解であった．また，弘中祥司委員は主査の立場から，
両副査の質問に対する回答の妥当性を確認した．以上の審査結果から，本論文を博士（歯学）の
学位授与に値するものと判定した． 
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